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にIL･6による前処置を行ったMIN･6細胞を､ phoSpOhlipa8e C (PLC)経路､あるいは､その下流にある′J､
胞体上のinositol triphosphate (IP8)受容体を阻害する薬剤で処理しておくと､ IL-6による糖反応性インスリ
ン分泌の克進がほぼ完全に抑制された｡しかし一方で､糖応答性インスリン分泌を克進させる経路として知ら
れている､ proteinkineaseA経路に対する阻害剤で処理しても､ Ⅰレ6による効果は抑制されなかったo
結論: IL･6は膳β細胞からの糖反応性インスリン分泌を促進し､その効果はPLC経路を介して発揮されて
いる可能性が示唆された｡
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認めるo
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